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＜連絡事項＞

・今週中に医療福祉学会の抄録を提出すること。

・7/28（木）16：00～Ｈ24.精神医学会に向け演題選考会を予定。

・7/22(金)16：00～旧デイケア室にて川村敏也様の地域復帰支援検討会実施予定。（参加：木村）

・本日、看護学生2名青陽館実習（13：00～15：00）

・本日、作業療法学生（木村有紀子）による実習終了。

・来週中に納涼会会費1300円を行事委員会に支払う事。

＜業務改善＞

○書式検討

・経過要約の新書式原本は、「書式一覧」フォルダーにあるので、「デイ・デイナイト・ナイト」

の部分を直して使用する事。

・6～8月分の表紙部分を作成する事。

・ケアマニュアルの見直しを軸に、書式の整備も今後行っていく。

○環境整備

・8月環境整備予定表を作成中。→決済欄を二人分（ＡＯＭ、ＳＧＭ）にする事。

・退所者カルテは病院書庫へ移動する事。再利用の可能性がある方については、青陽館3Ｆへ保管する事。

・浴室てすりの滑り止めは検討中。要介助者の入浴時にバスマットを使用し、使用状況を確認する事。

○プログラム検討

・8月プログラム計画表を提出予定。（テキストは各担当者が印刷をしておく事。）

・新プログラム起案書は修正中にて、来週提出予定。

＜事例検討＞

高橋　洋子様（66）うつ状態、脳梗塞後遺症　デイケア利用3年6ヶ月（100％）

検討内容

治療計画の見直し、目標の確認

現在の治療計画
・ＳＳＴや個別指導を行い、対人能力を身に付けていく。

・自己身体管理が行えていない事により体調不良へとつながる事がある為、自己管理出来るようにする。（①口渇による水分の過剰摂取、②水分摂取時にジュース等甘味料となる傾向にある、③甘味飲料摂取と運動不足による体重増加）

現　状

・本人の希望は、「今のままの生活がよく、周囲と上手くやっていきたい。」との事。
・特定利用者に対し命令口調となる事が多く、周囲からも指摘をされる事があり、スタッフ介入を要している。

・強い口調となる事に対しては、娘様からも指摘されている。

・血圧は安定しているが、体重は増加傾向。（現在65ｋｇ）

・デイナイトケアではご飯170ｇ設定で摂取するが、週末には食べ過ぎと食事内容の偏りがある様子。

・ジュースやコーヒーを控えるが、一日約3リットルの水分摂取が見られ、時に朝方の嘔吐が見られる。

・運動については腰痛や不調を理由に見学する事が多い。面談にて運動の必要性を説明後は、楽な運動を選びがちだが参加する事は出来ている。

・以前、デイナイトケア利用中に無断で外出する事があり、そのような行動は控えるよう伝えている。

・喫煙は時間を守り行えている。

検討結果

長期目標：病状安定し、落ち着いた生活を送る

中期目標：①自然に丁寧な言葉で会話を行う

　　　　　②体重減少（60ｋｇ代を目指すが、最終的には50ｋｇ代）

短期目標：①毎日バス停から青陽館まで歩く、週末の食事管理が行える、大きな動きで運動する。

　　　　　②他者への話し方に気をつける、指摘をされた際には振振り返りを行う

治療計画：①強い口調となる際には、やわらかい口調を心がけるよう伝える。

　　　　　②朝はバス停から青陽館まで歩くよう娘様へ協力して頂き、どの道程で来たのかを毎

日確認する。運動時には大きく動くよう促す。週末の食事内容を聴取し、必要に応

じ助言をする。

　　　　　※朝の嘔吐については、頻度や状況を確認し、対応については今後検討していく。

＜利用者様情報＞

・平　　康子様～今朝早朝覚醒したと報告あり。20：00～1：00まで睡眠は取れているが、１ヶ

月ほど前から熟眠感がない事が続いているとの事。早朝覚醒は月に１度のペー

スであると話されており、日中の強い眠気を訴えプログラム中もテーブルに臥

して休まれる事多く見られている。日中の活動を拒否する傾向にあるため、活

動と休息のバランスをとり、熟眠感がない事や早朝覚醒が続くようであれば担

当医へ相談するよう促している。

・澤口　直美様～社会資源プログラム実施後より、お母様が亡くなった時の役所関連の手続きや、

自分が死んだ時の手続き等、広範囲に渡っての不安を訴える。現状では心配の

ない事を説明し、役所の手続きは徐々に覚えていけばよい事、わからない時に

はサポートしてくれる人は沢山いる事を説明している。

・古舘　ヨリ様～頭痛を理由に今週はデイケアを欠席している。血圧高値にて毎日外来へは測定

に来ており、入浴は青山荘にて済ませている様子。「デイケアの利用目的につい

て聞かれ気になっている。」と話される。一人で悩まず、明日デイケアへ来所し

担当スタッフと話し合うよう伝える。

・大久保恒夫様～昨日に続き、同内容で電話をされる。昨日の電話対応への不満を話し、来週の

火曜日（利用日）も欠席するとの事。利用日には来所するよう伝えるが、話の

途中で電話を切られている。以前、うみねこ幸房スタッフとトラブルがあり。その際、決められた利用日・利用時間を守ることを条件に利用継続の契約をしている。ただし特別な理由（地震で自宅にいることが不安など）がある場合には、利用日以外でも利用可能である為、あわせて説明していく。

・小向　武雄様～昨日前方に倒れ、鼻を打つ事がある。本日は圧痛があるとの事で発赤が見られ

る。バイタル異常はなく経過しており、引き続き観察をしていく。

・松永勘五郎様～7/13頭部の皮膚炎にオイラックス軟膏3本が処方されているが、2本残ってい

るとの事。塗布量を増やすよう伝えるが、「あんまりいっぱいつけると痒くて駄

目だ。」と話される。洗顔フォームで頭部も洗っており、シャンプーの購入を促

すと「今使っているのがなくなったらメリットのリンスを買う。」と話される。

＜外来情報＞

・平　　康子様～精神的不調の訴えはないが、右膝痛の訴えがある。特に処置はない

・鈴木恵美子様～本日、採血実施。次回結果を報告予定。

・奥山以依子様～右手に水虫が見られ、ケルガー軟膏を多めに塗布するよう説明。

・山田　吉夫様～表情暗く、スタッフから言われたわけではないが、青山荘を出なければならないような感じがすると話される。

・上久保善郎様～採血の結果を報告。特に異常値は見られない。

・柳町　信之様～予定時刻に遅れて受診。「テレパシーがある。」と話されるが、生活に支障を感

じる事はないとの事。
